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　４月の三菱電機子会社の情報システ
ム・サービス事業再編により、同社が
提供する保険薬局向けシステムは三菱
電機ＩＴソリューションズ（ＭＤＳＯ
Ｌ）の「調剤Melphin/DUO」として生
まれ変わった。
　同社は過去35年以上にわたって薬局
向けシステムの開発や販売を手がけて
おり、調剤Melphin/DUOシリーズは、
処方箋受付から服薬指導まで保険薬局
の業務を幅広くカバー。さらに、オプ
ションシステムの組み合わせによっ
て、保険薬局に特化したセミセルフ型
も可能なＰＯＳシステムと連動する機
能や、在庫管理・経営管理といった経
営面までトータルに支援する機能を備
えている。
　厚生労働省が策定した「患者のため
の薬局ビジョン」で、「門前からかか
りつけ、そして地域へ」という指針が
掲げられて以降、薬局はこれまでの対

物業務中心から、服薬支援などの対人
業務へと転換するよう求められてきた。
　また、改正薬機法の施行に向け「対
人業務」に対応するための準備を加速
させる必要がある。さらにコロナ禍の
背景もあり、薬局・薬剤師もニュー
ノーマル時代、さらにその先に向けた
環境の変化に直面している。
　今回、同社ブースでは“ニューノー
マル薬局”、その先を意識した機能が
紹介される。調剤Melphin/DUOは、処
方薬・患者属性に応じたフォローアッ
プ、処方薬に対する患者の副作用発現
リスク等の確認、処方薬・患者属性に
応じた服薬指導ガイドから簡単に服薬
指導・薬歴作成、患者によるセルフレ
ジ機能など豊富な機能で薬局業務を
トータルに支援する。
　これまで調剤Melphin/DUOは、服用
期間中のフォローアップ機能、処方
薬に対する患者の副作用発現リスク

等の確認機能
など、現場の
ニーズにいち
早く対応して
きたが、今回
服薬指導・薬
歴作成を効率
化するため、
処方薬・患者
属性に応じた
服薬指導内容
の抽出、服薬
指導内容から
薬歴作成まで
を一体化させ
ることでさら
なる機能の充
実を図る。
　また、薬局向け「オンライン服薬指
導」として展開しているかかりつけ薬
局化支援サービス「kakari」（メドピア）
を同社ブースで展示する。ＭＤＳＯＬ
では服用期間中の患者フォローアッ
プ機能を他社に先駆けて調剤Melphin/
DUOに実装しており、継続フォローの
対象患者を抽出し、フォロー結果を薬
歴に記録する機能に強みを持っている。
　８月には、両社が業務提携すること

を発表した。メドピアは患者へのオン
ラインによる服薬指導・フォロー機
能で強みを持っており、調剤Melphin/
DUOと「kakari」のシステム連携を強
化していくことで、服薬フォローなど
の薬局・薬剤師が新たに求められる患
者とのコミュニケーションを円滑にサ
ポートしていきたい考えだ。
　同社はニューノーマル、その先の薬
局を見据えて、今後も製品やサービス
の充実を図っていく。

ニューノーマル、その先へ
三菱電機ＩＴソリューションズ

「調剤Melphin/DUO」

話題の調剤支援システム　関連記事18 ～22ページ

　東邦ホールディングスが提供する、
手のひらサイズの医薬品発注・情報端
末「Future ENIF」は、バーコードを
スキャンしたり、商品名を検索するだ
けで簡単に医薬品から事務用品まで薬
局に置いてあるほとんどのものを発注
することができる。こうした発注業務
の効率化は、薬剤師の対人業務の充実
や、患者満足度アップにつながると期
待されている。
　手順はいたって簡単だ。F u t u r e 
E N I Fで在庫が足りなくなった薬品の
箱もしくはバーコード表のバーコー
ド、バーコードがないときは調剤ＧＳ
１コードを読み取り、数量を入力。
Future ENIFの送信ボタンを押すだけ

で発注が完了する。ＮＴＴドコモの携
帯回線（ＬＴＥ）を用いた高速通信に
対応しているため、電話線やＬＡＮ
ケーブルを差し込む必要もない。
　送信後、即座に「納品予定表」がＦ
ＡＸまたはメールに送られてくるた
め、注文内容が迅速かつ簡単に確認で
きる。また、在庫状況を調べ、いつ届
けることができるかを「納品予定日」
に記載するなど、発注前の在庫確認、
在庫問い合わせにも対応。さらに、注
文した医薬品に対して後発品があるか
どうか、適応症の違いの有無について
も一目で分かるようになっている。
　発注と同じ手順でＤＩ情報をＦＡＸ
（メール）ですぐに入手できるため、

急な処方箋にも対応可能で、医薬品に
限らず知りたい分割品新採用品目リス
トや薬価収載情報などの医療関連情報
もＦＡＸ（メール）で入手可能。新薬
の薬価収載、医薬品の包装変更、ＯＴ
Ｃ医薬品の添付文書などの情報が充実
しており、患者への情報提供に役立て
ることもできる。
　医薬品だけでなく、医療材料、ト
ナー・インク、文房具（別途カウネッ
トへの登録が必要となる）、医学書籍
など必要なものを簡単に注文すること
ができる。
　Future ENIFは棚卸機能も備えてい
る。発注と同じようにバーコードまた
は調剤ＧＳ１コードを読み取り、在庫
数を入力・送信するだけで、棚卸金額
を自動で計算してメールやＦＡＸです
ぐに返信。手書きによる品名や数量の
読み間違いもなくなるため、棚卸の手
間と時間の削減につながる。さらに、

棚卸結果表をExcel
で自動作成し、瞬
時にメール返信す
る機能も有する。
　1997年に発売が
開始されて以降、
顧客ニーズに応え
る形で進化を続け
てきたＥＮＩＦは、
「ただでさえ時間
のない医療機関の
皆さまを少しでも
お手伝いしたい」
との思いから生ま
れた。
　同社は、既に国内で約３万3000台
の利用実績がある最新機種のFuture 
ENIFを通して、「ゆとりを持った診療、
服薬業務をお手伝いし、患者さんへの
さらなる貢献に寄与していきたい」と
している。

東邦薬品「Future ENIF」

発注業務を大幅に効率化


